
検査対象の構造及び装置 検 査 方 法 判 定 基 準

１
原動機（ガ
ソリンエン
ジ ン に 限
る。）



本
体

ａ 始動性 エンジンのかかり具合及
び異音の有無を調べる。

始動が容易で、かつ、異
音がないこと。

ｂ 回転の状態  アイドリング時及び無
負荷最高回転時の回転数
を調べる（非電子制御式
のエンジンに限る。）。

 回転数が当該車体の構
造及び性能に照らし、適
正な範囲にあること。

 アイドリング時及び無
負荷最高回転時の回転数
について異常を示す表示
及び警告灯の点灯の有無
を調べる（電子制御式の
エンジンに限る。）。

 異常を示す表示及び警
告灯の点灯がないこと。

 エンジンを加速したと
き、アクセルペダル又は
レバーの引っ掛かり、エ
ンジン停止及びノッキン
グの有無を調べる。

 引っ掛かりがなく、か
つ、エンジン停止及び
ノッキングがないこと。

ｃ 排気の状態  エンジンを十分に暖機
した状態で、アイドリン
グ時から高速回転時まで
の排気色及び排気音の異
常の有無を調べる。

 排気色及び排気音が正
常であること。

 排気管の取付け部、マ
フラー本体、継手部等か
らのガス漏れの有無を調
べる。

 ガス漏れがないこと。

ｄ エアクリー
ナー

 ケースの亀裂及び変形
並びに蓋部、接続管等の
緩みの有無を調べる。

 ケースの亀裂及び変形
並びに蓋部、接続管等の
緩みがないこと。

 エレメントの汚れ及び
損傷の有無を調べる。

 著しい汚れ及び損傷が
ないこと。

 油量及び油の汚れの有
無を調べる（オイルバス
式のエアクリーナーに限
る。）。

 油量が当該車体の構造
及び性能に照らし、適正
な範囲にあり、かつ、著
しい汚れがないこと。
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フ ォ ー ク リ フ ト 特 定 自 主 検 査 基 準

一 こ の 告 示 は 、 労 働 安 全 衛 生 法 及 び 作 業 環 境 測 定 法 の 一 部 を 改 正 す る 法 律 （ 令 和 七 年 法 律 第 三 十 三

号 ） 第 一 条 の 規 定 に よ る 改 正 後 の 労 働 安 全 衛 生 法 （ 昭 和 四 十 七 年 法 律 第 五 十 七 号 ） 第 四 十 五 条 第 三

項 の 規 定 に よ る 特 定 自 主 検 査 の う ち 、 労 働 安 全 衛 生 規 則 （ 昭 和 四 十 七 年 労 働 省 令 第 三 十 二 号 ） 第 百

五 十 一 条 の 二 十 四 第 一 項 に 定 め る 特 定 自 主 検 査 （ 次 号 に お い て 単 に 「 特 定 自 主 検 査 」 と い う 。 ） に つ

い て 適 用 す る 。

二 特 定 自 主 検 査 は 、 次 の 表 の 左 欄 に 掲 げ る 検 査 対 象 の 構 造 及 び 装 置 の 区 分 に 応 じ 、 同 表 の 中 欄 に 掲

げ る 検 査 方 法 に よ る 検 査 の 結 果 が 、 同 表 の 右 欄 に 掲 げ る 判 定 基 準 に 適 合 し て い る こ と を 確 認 す る こ

と に よ り 行 わ な け れ ば な ら な い 。

〇 厚 生 労 働 省 告 示 第 三 百 二 十 一 号

労 働 安 全 衛 生 法 及 び 作 業 環 境 測 定 法 の 一 部 を 改 正 す る 法 律 （ 令 和 七 年 法 律 第 三 十 三 号 ） 第 一 条 の 規

定 に よ る 改 正 後 の 労 働 安 全 衛 生 法 （ 昭 和 四 十 七 年 法 律 第 五 十 七 号 ） 第 四 十 五 条 第 三 項 の 規 定 に 基 づ き 、

フ ォ ー ク リ フ ト 特 定 自 主 検 査 基 準 を 次 の よ う に 定 め 、 令 和 八 年 一 月 一 日 か ら 適 用 す る 。

令 和 七 年 十 二 月 二 十 四 日 厚 生 労 働 大 臣 上 野 賢 一 郎
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ｅ 締付け シリンダーヘッド及びマ
ニホールドの締付け部のボ
ルト及びナットの緩み及び
脱落の有無を調べる。

緩み及び脱落がないこ
と。

ただし、これらの部分か
らガス漏れ及び水漏れが認
められない場合は、この検
査を省略することができ
る。

ｆ 弁すき間  弁すき間を調べる（非
電子制御式のエンジンに
限る。）。

 弁すき間が当該車体の
構造及び性能に照らし、
適正な範囲にあること。

ただし、弁すき間の異
音がなく、エンジンが円
滑に回転している場合
は、この検査を省略する
ことができる。

 弁すき間について異常
を示す表示及び警告灯の
点灯の有無を調べる（電
子制御式のエンジンに限
る。）。

 異常を示す表示及び警
告灯の点灯がないこと。

ｇ 圧縮圧力  圧縮圧力を調べる（非
電子制御式のエンジンに
限る。）。

 圧縮圧力が当該車体の
構造及び性能に照らし、
適正な範囲にあること。

ただし、アイドリング
時及び加速時の回転の状
態並びに排気の状態に異
常がない場合は、この検
査を省略することができ
る。

 圧縮圧力について異常
を示す表示及び警告灯の
点灯の有無を調べる（電
子制御式のエンジンに限
る。）。

 異常を示す表示及び警
告灯の点灯がないこと。

ｈ 過給機  アイドリング時から高
速回転時までの異常振動
及び異音の有無を調べ
る。

 異常振動及び異音がな
いこと。

 本体（吸排気管接続部
を含む。）のガス漏れの有
無を調べる。

 ガス漏れがないこと。

ｉ エンジンマ
ウント

 ブラケットの亀裂及び
変形の有無を調べる。

 亀裂及び変形がないこ
と。

 取付けボルト及びナッ
トの緩み及び脱落の有無
を調べる。

 緩み及び脱落がないこ
と。

 防振ゴムの損傷及び劣
化の有無を調べる。

 損傷及び劣化がないこ
と。

 潤滑装置  オイルパン内の油量及
び油の汚れの有無を調べ
る。

 油量が適正で、かつ、
著しい汚れがないこと。

 ヘッドカバー、オイル
パン、パイプ等からの油
漏れの有無を調べる。

 油漏れがないこと。

 エレメントの汚れ及び
損傷の有無を調べる。

 著しい汚れ及び損傷が
ないこと。

ただし、製造者が定め
る方法により定期的に交
換されている場合は、こ
の検査を省略することが
できる。

 燃料装置  燃料タンク、燃料ポン
プ、ホース、パイプ等か
らの燃料漏れの有無を調
べる。

 燃料漏れがないこと。

 燃料ホースの損傷及び
劣化の有無を調べる。

 損傷及び劣化がないこ
と。

 燃料フィルターエレメ
ントの汚れ及び目詰まり
の有無を調べる。

 著しい汚れ及び目詰ま
りがないこと。

ただし、製造者が定め
る方法により定期的に交
換されている場合は、こ
の検査を省略することが
できる。

 高圧ガス燃料装
置

 導管及び接続部のガス
漏れの有無を調べる。

 ガス漏れがないこと。

 導管及び接続部の亀裂
及び損傷の有無を調べ
る。

 亀裂及び損傷がないこ
と。

 ガスボンベ取付け金具
及びクランプの緩み及び
損傷の有無を調べる。

 緩み及び損傷がないこ
と。

 ブローバイガス
還元装置

 メターリングバルブに
負圧をかけ、バルブの作
動の適否を調べる。

 正常に作動すること。

 メターリングバルブ及
び配管の詰まり及び損傷
の有無を調べる。

 詰まり及び損傷がない
こと。
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 冷却装置  冷却水の量及び汚れの
有無を調べる。

 水量が適正で、かつ、
著しい汚れがないこと。

 ラジエーター、エンジ
ン本体、ウォーターポン
プ、ホース等からの水漏
れの有無及びラジエー
ターのフィンの目詰まり
の有無を調べる。

 水漏れ及び目詰まりが
ないこと。

 ホースのひび割れその
他損傷及び劣化の有無を
調べる。

 ひび割れその他損傷及
び劣化がないこと。

 ラジエーターキャップ
のバルブ機能の異常の有
無を調べる。

 正常に機能すること。

 ラジエーターキャップ
のバルブシート面の損傷
の有無を調べる。

 損傷がないこと。

 ファンベルトの緩みを
調べる。

 張り具合が適正である
こと。

 ファンベルトの摩耗及
び損傷の有無を調べる。

 著しい摩耗及び損傷が
ないこと。

 冷却ファン、カバー、
ダクト等の亀裂、損傷及
び変形の有無を調べる。

 亀裂、損傷及び変形が
ないこと。

 冷却ファン、カバー等
の各取付けボルト及び
ナットの緩み及び脱落の
有無を調べる。

 緩み及び脱落がないこ
と。

 点火装置  ディストリビューター
キャップの亀裂の有無を
調べる。

 亀裂がないこと。

 高圧コード端部の損傷
の有無及びディストリ
ビューターへのはめ込み
の適否を調べる。

 損傷がなく、かつ、は
め込みが正常であるこ
と。

 コンタクトポイントの
隙間並びに接触面の焼損
及び突起の有無を調べ
る。

 隙間が当該車体の構造
及び性能に照らし、適正
な範囲にあり、かつ、焼
損及び突起がないこと。

 点火プラグの電極及び
がい子の汚れ、焼損及び
破損の有無を調べる。

 汚れ、焼損及び破損が
ないこと。

 フルトランジスターユ
ニットの取付け部の緩み
及び損傷並びに端子の緩
みの有無を調べる。

 緩み及び損傷がないこ
と。

 点火時期を調べる。  点火時期が当該車体の
構造及び性能に照らし、
適正な範囲にあること。



電
気
装
置

ａ 充電装置 電流計及び充電表示灯に
よって機能の異常の有無を
調べる。

機能に異常がないこと。

ｂ バッテリー  電解液の量が規定の範
囲にあるかを調べる。

 電解液の量が当該車体
の構造及び性能に照ら
し、適正な範囲にあるこ
と。ただし、液量を確認で

きない構造のバッテリー
については、インジケー
ターの表示確認又は電圧
測定により、バッテリー
の充電状態を確認するこ
と。

インジケーターの表示
確認又は電圧測定による
場合は、表示又は測定値
が当該車体の構造及び性
能に照らし、適正である
こと。

 端子部の緩み、損傷及
び腐食の有無を調べる。

 緩み、損傷及び著しい
腐食がないこと。

ｃ 配線  接続部の緩みの有無を
調べる。

 緩みがないこと。

 損傷の有無を調べる。  損傷がないこと。

２
原 動 機
（ディーゼ
ルエンジン
に限る。）



本
体

ａ 始動性  エンジンのかかり具合
及び異音の有無を調べ
る。

 始動が容易で、かつ、
異音がないこと。

 予熱栓がある場合は、
作動の適否を調べる。

 正常に作動すること。

ｂ 回転の状態 この表の「１ 原動機（ガソリンエンジンに限る。）」
の検査方法及び判定基準を適用すること。ｃ 排気の状態

ｄ エアクリー
ナー
ｅ 締付け
ｆ 弁すき間
ｇ 圧縮圧力
ｈ 過給機
ｉ エンジンマ
ウント

 潤滑装置 この表の「１ 原動機（ガソリンエンジンに限る。）」
の検査方法及び判定基準を適用すること。

令
和

年


月


日
水
曜
日

(号
外
第



号
)

官
報







 燃料装置  燃料タンク、噴射ポン
プ、ホース、パイプ等か
らの燃料漏れの有無を調
べる。

 燃料漏れがないこと。

 燃料ホースの損傷及び
劣化の有無を調べる。

 損傷及び劣化がないこ
と。

 燃料フィルターエレメ
ントの汚れ及び目詰まり
の有無を調べる。

 著しい汚れ及び目詰ま
りがないこと。

ただし、製造者が定め
る方法により定期的に交
換されている場合は、こ
の検査を省略することが
できる。

 冷却装置 この表の「１ 原動機（ガソリンエンジンに限る。）」
の検査方法及び判定基準を適用すること。



電
気
装
置

ａ 充電装置 この表の「１ 原動機（ガソリンエンジンに限る。）」
の検査方法及び判定基準を適用すること。ｂ バッテリー

ｃ 配線

３
原動機（電
動 機 に 限
る。）

 電動機  ブラシの摩耗量及び当
たりの状態を調べる。

 摩耗量が当該車体の構
造及び性能に照らし、適
正な範囲にあり、かつ、
全周の当たり具合が正常
であること。

 ブラシのばねの戻り具
合を調べる。

 ばねの戻り具合が適正
であること。

 コンミテーター面の汚
れ及び摩耗の有無を調べ
る。

 汚れ及び著しい摩耗が
ないこと。

 内部渡り線及びピグ
テールの取付けボルト及
びナットの緩み及び脱落
の有無を調べる。

 緩み及び脱落がないこ
と。

 取付けボルト及びナッ
トの緩み及び脱落の有無
を調べる。

 緩み及び脱落がないこ
と。



制
御
装
置

ａ コントロー
ラー

 車輪を浮かせ、モー
ターの低速時から高速時
までの回転の状態並びに
異音及び異臭の有無を調
べる。

 回転が円滑で、かつ、
異音及び異臭がないこ
と。

 荷役装置を作動させ、
モーターの低速時から高
速時までの回転の状態並
びに異音及び異臭の有無
を調べる。

 回転が円滑で、かつ、
異音及び異臭がないこ
と。

ｂ コ ン タ ク
ター

 接点の緩み、損傷及び
摩耗の有無を調べる（開
放式のコンタクターに限
る。）。

 緩み、損傷及び著しい
摩耗がないこと。

 補助接点の作動具合並
びに汚れ及び摩耗の有無
を調べる（開放式のコン
タクターに限る。）。

 正常に作動し、かつ、
汚れ及び著しい摩耗がな
いこと。

 作動させて機能を調べ
る。

 正常に機能すること。

ｃ マイクロス
イッチ

 開閉のタイミング及び
作動の適否を調べる。

 タイミングが適正で、
かつ、正常に作動するこ
と。

 損傷の有無並びに取付
けボルト及びナットの緩
み及び脱落の有無を調べ
る。

 損傷、緩み及び脱落が
ないこと。

ｄ 抵抗器（別
名 レ ジ ス
ター）

 取付けボルト及びナッ
トの緩み及び脱落の有無
を調べる。

 緩み及び脱落がないこ
と。

 焼損の有無を調べる。  焼損がないこと。

ｅ 過電流制限
装置

走行用及び荷役用モー
ターの最大電流を調べる
（可変抵抗器を用いて過電
流値を設定する制御方式の
ものに限る。）。

最大電流が当該車体の構
造及び性能に照らし、設定
された過電流値を超えない
こと。

ｆ 安全装置 強制的に安全装置を作動
させ、作動の適否を調べる
（サイリスターチョッパー
制御方式のものに限る。）。

確実に作動すること。

 ヒューズ  取付けボルト及びナッ
トの緩み及び脱落の有無
を調べる。

 緩み及び脱落がないこ
と。

 ヒューズの容量を調べ
る。

 ヒューズの容量が当該
車体の構造及び性能に照
らし、ヒューズを入れる
回路の容量に見合ったも
のであること。

 配線  接続部の緩みの有無を
調べる。

 緩みがないこと。

 損傷の有無を調べる。  損傷がないこと。
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 充電装置（車体
と一体となってい
るものに限る。）

 タイマーの作動の適否
を調べる。

 正常に作動すること。

 マグネットスイッチの
作動の適否及び充電状態
を調べる。

 マグネットスイッチが
正常に作動し、かつ、充
電状態が正常であるこ
と。

 充電用コード及びコン
セントの損傷及び荒れの
有無を調べる。

 損傷及び荒れがないこ
と。

 バッテリー  電解液の量を調べる。  電解液の量が過多又は
過少でないこと。

 電解液の比重を調べ
る。

 比重が当該車体の構造
及び性能に照らし、適正
な範囲にあること。

 すべての電槽の電圧を
調べる。

 電圧が当該車体の構造
及び性能に照らし、適正
な範囲にあること。

 端子の緩み、損傷及び
腐食の有無を調べる。

 緩み、著しい損傷及び
腐食がないこと。

 容器の損傷及び液漏れ
の有無を調べる。

 損傷及び液漏れがない
こと。

 バッテリーコード及び
コネクターの損傷の有無
並びに接続の適否を調べ
る。

 損傷がなく、かつ、接
続が適正であること。

ただし、液量を確認で
きない構造のバッテリー
については、インジケー
ターの表示確認又は電圧
測定により、バッテリー
の充電状態を確認するこ
と。

インジケーターの表示
確認又は電圧測定による
場合は、表示又は測定値
が当該車体の構造及び性
能に照らし、適正である
こと。

ただし、液量を確認で
きない構造のバッテリー
については、の検査に
より省略することができ
る。

４
動力伝達装
置

 クラッチ  アイドリング状態でク
ラッチを切り、異音の有
無を調べるとともに、ト
ランスミッションを変速
し、クラッチの切れ具合
を調べる。

 異音がなく、かつ、ク
ラッチが完全に切れるこ
と。

 クラッチを徐々に接続
し、発進の具合を調べる。

 滑りがなく、かつ、接
続が円滑であること。

 クラッチペダル  操作してペダルの重さ
及び戻り具合を調べる。

 重さ及び戻り具合が適
正であること。

 ペダルの遊び及びク
ラッチが完全に切れたと
きのペダルと床面との隙
間を調べる。

 ペダルの遊び及びペダ
ルと床面との隙間が過大
又は過小でないこと。

 マスターシリン
ダー

 クラッチペダルを操作
し、油漏れの有無を調べ
る。

 油漏れがないこと。

 リザーバータンク内の
油量及び油の汚れの有無
を調べる。

 油量が適正で、かつ、
著しい汚れがないこと。

 クラッチレリー
ズシリンダー

シリンダーに圧力をかけ
た状態で放置し、油漏れの
有無を調べる。

油漏れがないこと。

 トランスミッ
ション

 レバーを前進又は後進
に入れ、車体を駆動させ
て作動の適否並びにレ
バーの抜け及び異音の有
無を調べる。

 正常に作動し、かつ、
レバーの抜け及び異音が
ないこと。

 ケース内の油量及び油
の汚れの有無を調べる。

 油量が適正で、かつ、
著しい汚れがないこと。

 ケースからの油漏れの
有無を調べる。

 油漏れがないこと。

 トルクコンバー
ター

 負荷をかけ、異音の有
無を調べる。

 異音がないこと。

 ケース内の油量及び油
の汚れの有無を調べる。

 油量が適正で、かつ、
著しい汚れがないこと。

 ケースからの油漏れの
有無を調べる。

 油漏れがないこと。

 中立及び各変速位置で
のレバーのがたの有無並
びに入り具合を調べる。

 著しいがたがなく、か
つ、操作が円滑であるこ
と。

 レバーを中立にし、エ
ンジンの回転を上げて車
体の動きを調べる。

 車体が動き出さないこ
と。

 インチングペダルを最
大限に踏み込んだ状態の
まま、レバーを前進又は
後進に入れ、エンジンの
回転を上げて車体の動き
を調べる。

 車体が動き出さないこ
と。令
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 プロペラシャフ
ト

 両輪を浮かせた状態で
駆動させ、振れの有無を
調べる。

 異常な振れがないこ
と。

 スプライン、ユニバー
サルジョイント及びセン
ターベアリングのがた及
び損傷の有無を調べる。

 著しいがた及び損傷が
ないこと。

 連結部のボルト及び
ナットの緩み、損傷及び
脱落の有無を調べる。

 緩み、損傷及び脱落が
ないこと。

 デファレンシャ
ル

 両輪接地又は片輪接地
で駆動させて異音の有無
を調べる。

 異音がないこと。

 ケース内の油量及び油
の汚れの有無を調べる。

 油量が適正で、かつ、
著しい汚れがないこと。

 ケースからの油漏れの
有無を調べる。

 油漏れがないこと。

 デファレンシャルキャ
リヤ取付けボルト及び
ナットの緩み、損傷及び
脱落の有無を調べる。

 緩み、損傷及び脱落が
ないこと。

 ファイナルドラ
イブ

 両輪接地又は片輪接地
で駆動させて異音及び異
常発熱の有無を調べる。

 異音及び異常発熱がな
いこと。

 ケース内の油量及び油
の汚れの有無を調べる。

 油量が適正で、かつ、
著しい汚れがないこと。

 ケースからの油漏れの
有無を調べる。

 油漏れがないこと。

５
走行装置

 フロントアクス
ル

 亀裂、損傷及び変形の
有無を調べる。

 亀裂、損傷及び変形が
ないこと。

亀裂の存在が疑われる
場合は探傷器等で調べ
る。

 取付けボルト及びナッ
トの緩み及び脱落の有無
を調べる。

 緩み及び脱落がないこ
と。

 リヤアクスル  亀裂、損傷及び変形の
有無を調べる。

 亀裂、損傷及び変形が
ないこと。

亀裂の存在が疑われる
場合は探傷器等で調べ
る。

 センターピンのがた並
びにキャップ取付けボル
トの緩み及び脱落の有無
を調べる。

 著しいがた、緩み及び
脱落がないこと。

 タイヤ（ホイー
ルを含む。）

 空気圧を調べる。  空気圧が当該車体の構
造及び性能に照らし、適
正であること。

 亀裂、損傷及び偏摩耗
の有無を調べる。

 走行上支障となる亀
裂、損傷及び偏摩耗がな
いこと。

 溝の深さを調べる。  著しい摩耗がないこ
と。

 金属片、石その他異物
のかみ込みの有無を調べ
る。

 異物のかみ込みがない
こと。

 ホイールのナット及び
ボルトの緩み及び脱落の
有無を調べる。

 緩み及び脱落がないこ
と。

 リム、サイドリング及
びホイールディスクの亀
裂、損傷及び変形の有無
を調べる。

 走行上支障となる亀
裂、損傷及び変形がない
こと。

 走行させ、若しくは、
車輪を浮かせて駆動さ
せ、又は手動させ、ホイー
ルベアリング部のがた、
異音及び異常発熱の有無
を調べる。

 がた、異音及び異常発
熱がないこと。

 サスペンション リンク、スプリング等の
亀裂、損傷及び変形並びに
取付けボルト及びナットの
緩み及び脱落の有無を調べ
る。

亀裂、損傷、変形、緩み
及び脱落がないこと。

６
操縦装置

 ハンドル  走行状態で、ハンドル
の振れ及び取られの有無
並びに戻り具合及び重さ
を調べる。

 振れ及び取られがな
く、かつ、戻り具合及び
重さが適正であること。

 上下左右及び前後に動
かして緩み及びがたの有
無を調べる。

 著しいがたがなく、か
つ、取付け部に緩みがな
いこと。

 ギヤボックス  ギヤボックス内の油量
及び油の汚れの有無を調
べる。

 油量が適正で、かつ、
著しい汚れがないこと。

 ギヤボックスからの油
漏れの有無を調べる。

 油漏れがないこと。

 取付けボルト及びナッ
トの緩み及び脱落の有無
を調べる。

 緩み及び脱落がないこ
と。
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 ロッド及びアー
ム類

 亀裂、損傷及び曲がり
の有無を調べる。

 亀裂、損傷及び曲がり
がないこと。

亀裂の存在が疑われる
場合は探傷器等で調べ
る。

 ダストブーツの亀裂及
び損傷の有無を調べる。

 亀裂及び損傷がないこ
と。

 ハンドルを左右に切っ
て、連結部のがた及び摩
耗の有無を調べる。

 著しいがた及び摩耗が
ないこと。

 連結部の取付けボルト
及びナットの緩み及び脱
落の有無を調べる。

 緩み及び脱落がないこ
と。

 ナックル  キングピンのがたの有
無を調べる。

 がたがないこと。

 亀裂及び損傷の有無を
調べる。

 亀裂及び損傷がないこ
と。

 かじ取り車輪  ハンドルを左右に切っ
て、ハンドルの回転角度
及びかじ取り車輪のかじ
取り角度について左右の
関係を調べる。

 左右で著しい相異がな
いこと。

 ストッパーボルトの緩
み及び脱落の有無を調べ
る。

 緩み及び脱落がないこ
と。

 かじ取り車輪と他の部
分との接触の有無を調べ
る。

 接触していないこと。

 パワーステアリ
ング装置（油圧式
のものに限る。）

 リザーバータンク内の
油量を調べる。

 適正であること。

 油圧ポンプを作動さ
せ、ポンプ、バルブ、ホー
ス、パイプ、シリンダー
等からの油漏れの有無を
調べる。

 油漏れがないこと。

 ホース及びパイプのひ
び割れその他損傷及び劣
化の有無を調べる。

 著しいひび割れその他
損傷及び劣化がないこ
と。

 ポンプ、バルブ、ホー
ス、パイプ、シリンダー
等の取付けボルト及び
ナットの緩み及び脱落並
びにホース及びパイプと
車体その他の部分との干
渉の有無を調べる。

 緩み及び脱落がなく、
かつ、干渉がないこと。

 パワーステアリ
ング装置（電気式
のものに限る。）

 ブラシの摩耗量及び当
たりの状態を調べる。

 摩耗量が当該車体の構
造及び性能に照らし、適
正な範囲にあり、かつ、
全周の当たり具合が正常
であること。

 ブラシのばねの戻り具
合を調べる。

 ばねの戻り具合が適正
であること。

 コンミテーター面の汚
れ及び摩耗の有無を調べ
る。

 汚れ及び著しい摩耗が
ないこと。

 アクチュエーターを作
動させ、異音の有無を調
べる。

 異音がないこと。

 取付けボルト及びナッ
トの緩み及び脱落の有無
を調べる。

 緩み及び脱落がないこ
と。

 ステアリング用
チェーン及びワイ
ヤケーブル

張り具合並びに損傷及び
摩耗の有無を調べる。

張り具合が適正で、かつ、
著しい損傷及び摩耗がない
こと。

７

制動装置

 走行ブレーキ  ペダルの遊び及びペダ
ルを踏み込んだときのペ
ダルと床面との隙間を調
べる。

 ペダルの遊び及びペダ
ルと床面との隙間が過大
又は過小でないこと。

 走行させてブレーキの
効き具合及び片効きの有
無を調べる。

 効き具合が適正であ
り、片効きがなく、かつ、
フォークリフト構造規格
（昭和47年労働省告示第
89号）第４条第２項の規
定に適合すること。

 ペダルの踏み具合に
よってエアの混入の有無
を調べる。

 エアの混入がないこ
と。

 ペダルを操作し、ブ
レーキの開放状態及び
ロック状態並びにスイッ
チの開閉のタイミングを
調べる（デットマン式の
走行ブレーキに限る。）。

 開放及びロックが確実
で、かつ、スイッチの開
閉のタイミングが適正で
あること。

 ブレーキ締付けスプリ
ングの伸びを調べる
（デットマン式の走行ブ
レーキに限る。）。

 ブレーキ締付けスプリ
ングの伸びが当該車体の
構造及び性能に照らし、
適正な範囲にあること。
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 駐車ブレーキ  レバーを最大限に引い
た状態で、引きしろの余
裕の有無を調べる（ラ
チェット式の駐車ブレー
キに限る。）。

 引きしろに余裕がある
こと。

 レバーの引く力又はペ
ダルの踏力及びレバー又
はペダルの戻り具合を調
べる（トグル式の駐車ブ
レーキに限る。）。

 レバーの引く力又はペ
ダルの踏力が当該車体の
構造及び性能に照らし、
適正な範囲にあり、レ
バー又はペダルの戻り具
合が正常であること。

 無負荷状態において、
20パーセント勾配の床面
で、駐車ブレーキの効き
具合を調べる。

 効き具合が適正であ
り、かつ、無負荷状態に
おいて、20パーセント勾
配の床面で停止する能力
を有すること。

 爪及びラチェット部の
損傷及び摩耗の有無を調
べる。

 損傷及び著しい摩耗が
ないこと。

 ブレーキ締付けスプリ
ングの伸びを調べる
（デットマン式の駐車ブ
レーキに限る。）。

 ブレーキ締付けスプリ
ングの伸びが当該車体の
構造及び性能に照らし、
適正な範囲にあること。

 ロッド、リンク
及びケーブル類

 損傷の有無及びクラン
プの緩みの有無を調べ
る。

 損傷及び緩みがないこ
と。

 ブレーキを作動させ、
連結部の緩み及びがた並
びに割りピンの欠損の有
無を調べる。

 緩み及びがたがなく、
かつ、割りピンの欠損が
ないこと。

 ホース及びパイ
プ

 圧力をかけて、油漏れ
及びエア漏れの有無を調
べる。

 油漏れ及びエア漏れが
ないこと。

 ひび割れその他損傷及
び劣化の有無を調べる。

 著しいひび割れその他
損傷及び劣化がないこ
と。

 ホースクランプ、パイ
プ支持部の取付けボルト
及びナットの緩み及び脱
落並びにホース及びパイ
プと車体その他の部分と
の干渉の有無を調べる。

 緩み及び脱落がなく、
かつ、干渉がないこと。

 オイルブレーキ  ペダルを操作し、マス
ターシリンダー及びホ
イールシリンダーの作動
の適否を調べる。

 円滑に作動すること。

 ペダルを操作した後、
マスターシリンダー及び
ホイールシリンダーから
の油漏れの有無を調べ
る。

 油漏れがないこと。

 リザーバータンク内の
油量及び油の汚れの有無
を調べる。

 油量が適正で、かつ、
著しい汚れがないこと。

 エアブレーキ  ペダルを操作し、ブ
レーキチャンバーロッド
のストローク及び戻り具
合を調べる。

 ストロークが当該車体
の構造及び性能に照ら
し、適正な範囲にあり、
かつ、戻り具合に異常が
ないこと。

 エアリザーバーを規定
値まで加圧した後、リ
ザーバー、バルブ及びブ
レーキチャンバーからの
エア漏れ及び油漏れの有
無を調べる。

 エア漏れ及び油漏れが
ないこと。

 ブレーキ倍力装
置

 チェック弁及びリレー
弁の作動の適否を調べ
る。

 正常に作動すること。

 ペダルを反復操作し、
エア漏れ及び油漏れの有
無を調べる。

 エア漏れ及び油漏れが
ないこと。

 ブレーキドラム
及 び ブ レ ー キ
シュー

 ドラムとライニングの
隙間を調べる（アジャス
ター手動調整式のものに
限る。）。

 隙間が当該車体の構造
及び性能に照らし、適正
な範囲にあること。

 ドラムを取り外し、ラ
イニングの剥離、損傷及
び摩耗の有無を調べる。

 剥離、損傷及び著しい
摩耗がないこと。

 ドラムを取り外し、ア
ンカーピンの腐食及びス
プリングのへたりの有無
を調べる。

 腐食及びへたりがない
こと。

 ドラムを取り外し、ド
ラム内面の亀裂、損傷及
び摩耗の有無を調べる。

亀裂の存在が疑われる
場合は探傷器等で調べ
る。

 亀裂、損傷及び著しい
摩耗がないこと。令
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 バックプレート  亀裂、損傷及び変形の
有無を調べる。

 亀裂、損傷及び変形が
ないこと。

 取付けボルトの緩み及
び脱落の有無を調べる。

 緩み及び脱落がないこ
と。

 ブレーキディス
ク 及 び パ ッ ド
（キャリパー式
ディスクブレーキ
に限る。）

 ペダルを操作し、パッ
ドを安定させた後、ブ
レーキの引きずりの有無
を調べる。

 引きずりがないこと。

 パッドの厚さを調べ
る。

 パッドの厚さが当該車
体の構造及び性能に照ら
し、適正な範囲にあるこ
と。

 ディスク及びキャリ
パーの亀裂、損傷及び摩
耗の有無を調べる。
亀裂の存在が疑われる
場合は探傷器等で調べ
る。

 亀裂、損傷及び著しい
摩耗がないこと。

 ピストンからの油漏れ
の有無を調べる。

 油漏れがないこと。

 ディスク及びパッドの
取付けボルト及びナット
の緩み及び脱落の有無を
調べる。

 緩み及び脱落がないこ
と。

 ブレーキディス
ク及びブレーキプ
レート（湿式ディ
スク式のものに限
る。）

ディスク及びプレートの
摩耗状態を調べる。
ただし、ブレーキの効き
具合に異常がない場合は、
この検査を省略することが
できる。

摩耗が当該車体の構造及
び性能に照らし、適正な範
囲にあること。

 駐車ブレーキド
ラム及びライニン
グ

 ブレーキ締付けスプリ
ングのへたりの有無を調
べる（デットマン式の駐
車ブレーキに限る。）。

 へたりがないこと。

 ドラム取付け部のボル
ト及びナットの緩み及び
脱落の有無を調べる。

 緩み及び脱落がないこ
と。

 ドラムを取り外し、ラ
イニングの剥離、損傷及
び摩耗の有無を調べる。
ただし、駐車ブレーキ
の効き具合に異常がない
場合は、この検査を省略
することができる。

 剥離、損傷及び著しい
摩耗がないこと。

８
荷役装置

 フォーク  フォーク止めピン部の
変形、亀裂及び摩耗の有
無を調べる。

 変形、亀裂及び著しい
摩耗がないこと。

 フォーク先端の開きの
差及び高さの差を調べ
る。

 開きの差及び高さの差
が当該車体の構造及び性
能に照らし、適正な範囲
にあること。

 フォーク根元部、アッ
パーフック部及びロアー
フック部の亀裂の有無を
探傷器等で調べる。

 亀裂がないこと。

 摩耗量を調べる。  摩耗量が当該車体の構
造及び性能に照らし、適
正な範囲にあること。

 マスト、ストラ
ドルアーム及びリ
フトブラケット

 変形、亀裂及び損傷の
有無を調べる。

 変形、亀裂及び損傷が
ないこと。

 ローラーの摩耗及びベ
アリングのがたの有無を
調べる。

 著しい摩耗及びがたが
ないこと。

 ローラーピン溶接部の
亀裂の有無を調べる。

 亀裂がないこと。

 マストサポート部のが
た並びにキャップ取付け
ボルトの緩み及び脱落の
有無を調べる。

 著しいがた、緩み及び
脱落がないこと。

 チェーン及び
チェーンホイール

 左右のチェーンの張り
具合を調べる。

 張り具合が均等である
こと。

 チェーンの伸びを調べ
る。

 伸びが当該車体の構造
及び性能に照らし、適正
な範囲にあること。

 チェーンの亀裂、変形、
損傷及び腐食の有無を調
べる。

 亀裂、変形、損傷及び
腐食がないこと。

 チェーンホイールの変
形、損傷及びがたの有無
を調べる。

 変形、損傷及びがたが
ないこと。

 ドラムを取り外し、ド
ラムの亀裂、損傷及び摩
耗の有無を調べる。
亀裂の存在が疑われる
場合は探傷器等で調べ
る。
ただし、駐車ブレーキ
の効き具合に異常がない
場合は、この検査を省略
することができる。

 亀裂、損傷及び著しい
摩耗がないこと。
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 アタッチメント
装置

 本体への取付け状態を
調べる。

 適正であること。

 各部のボルト及びナッ
トの緩み及び脱落の有無
を調べる。

 緩み及び脱落がないこ
と。

 各部の亀裂、変形、損
傷及び摩耗の有無を調べ
る。

 亀裂、変形、著しい損
傷及び摩耗がないこと。

 各部の作動の適否及び
異音の有無を調べる。

 正常に作動し、かつ、
異音がないこと。

９
油圧装置

 作動油タンク  タンク取付け部、外周
壁面の溶接部及びカ
バー、継手、油面計等の
接続部からの油漏れの有
無を調べる。

 油漏れがないこと。

 機械を水平な場所に置
き、油量及び油の汚れの
有無を調べる。
ただし、製造者が定め
る方法によりオイル管理
を行っている場合は、油
の汚れの有無の確認を省
略することができる。

 油量が適正で、かつ、
著しい汚れがないこと。

 ブリーザーの目詰まり
の有無を調べる。

 目詰まりがないこと。

 ブラケットの取付け状
態並びにボルト及びナッ
トの緩み及び脱落の有無
を調べる。

 取付け状態が適正で、
かつ、ボルト及びナット
の緩み及び脱落がないこ
と。

 フィルター（サ
クションフィル
ター、リターン
フィルター、ライ
ンフィルターに限
る。）

 フィルターエレメント
を取り出し、汚れ、目詰
まり及び損傷の有無を調
べる。
ただし、フィルターエ
レメントについて、製造
者が定める方法により定
期的に交換されている場
合は、この検査を省略す
ることができる。

 汚れ、目詰まり及び損
傷がないこと。

 フィルターケース、取
付けフランジ、パイプ等
からの油漏れの有無を調
べる。

 油漏れがないこと。

 配管（ホース類、
高圧パイプに限
る。）

 亀裂、ひび割れその他
損傷、劣化及びねじれの
有無を調べる。

 亀裂、ひび割れその他
損傷、劣化及びねじれが
ないこと。

 油圧ポンプ（駆
動装置を含む。）

 パイプ及びホースとの
継手部並びにシール部か
らの油漏れの有無を調べ
る。

 油漏れがないこと。

 油圧ポンプを作動させ
て無負荷及び負荷状態に
おける異常振動、異音及
び異常発熱の有無を調べ
る。

 異常振動、異音及び異
常発熱がないこと。

 油圧ポンプに負荷をか
けて、負荷時の吐出量及
び吐出圧力を調べる。
ただし、の検査の結
果、異常振動、異音及び
異常発熱がない場合は、
この検査は省略すること
ができる。

 吐出量及び吐出圧力が
当該車体の構造及び性能
に照らし、適正な範囲に
あること。

 油圧モーター
（アタッチメント
用のものに限る。）

 パイプ及びホースとの
継手部並びにシール部か
らの油漏れの有無を調べ
る。

 油漏れがないこと。

 油圧モーターを作動さ
せ、無負荷及び負荷状態
における異常振動、異音
及び異常発熱の有無を調
べる。

 作動状態に異常がな
く、かつ、異常振動、異
音及び異常発熱がないこ
と。

 油圧シリンダー
（リフト用、ティ
ルト用、リーチ用、
アタッチメント用
のものに限る。）

 油圧シリンダーの作動
の適否を調べる。

 円滑に作動すること。

 数回伸縮させた後、
シール部からの油漏れの
有無を調べる。

 油漏れがないこと。

 負荷をかけて静止さ
せ、シリンダーの伸縮量
を調べる。

 伸縮量が当該車体の構
造及び性能に照らし、適
正な範囲にあること。

 シリンダーチューブ及
びロッドの打痕、亀裂、
曲がり及び擦り傷の有無
を調べる。

 打痕、亀裂、曲がり及
び擦り傷がないこと。

 継手部からの油漏れの
有無を調べる。

 油漏れがないこと。

 取付け状態並びにボル
ト及びナットの緩み及び
脱落の有無を調べる。

 取付け状態が適正で、
かつ、ボルト及びナット
の緩み及び脱落がないこ
と。
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 ティルトシリンダー取
付けピンの摩耗並びに取
付けボルト及びナットの
緩み及び脱落の有無を調
べる。

 著しい摩耗、緩み及び
脱落がないこと。

 コントロール弁
（安全弁、方向制
御弁を含む。）

 レバーを操作し、作動
の適否を調べる。

 円滑に作動すること。

 油漏れの有無を調べ
る。

 油漏れがないこと。

 取付けボルト及びナッ
トの緩み及び脱落の有無
を調べる。

 緩み及び脱落がないこ
と。

 安全弁のリリーフ圧を
調べる。

 リリーフ圧が当該車体
の構造及び性能に照ら
し、適正な範囲にあるこ
と。

 電磁弁  電磁弁を作動させて、
異音及び異常発熱の有無
並びに作動の適否を調べ
る。

 異音及び異常発熱がな
く、かつ、正常に作動す
ること。

 油漏れの有無を調べ
る。

 油漏れがないこと。

 回転継手（ア
タッチメント用の
ものに限る。）

負荷をかけた状態で回転
させ、回転の状態及び回転
継手からの油漏れの有無を
調べる。

円滑に回転し、かつ、油
漏れがないこと。

10
車体関係

 車枠及び車体  シャシーフレーム、ク
ロスメンバー、フェン
ダー、サイドガード等の
亀裂及び変形の有無を調
べる。

 亀裂及び著しい変形が
ないこと。

 取付けボルト及びナッ
トの緩み及び脱落の有無
を調べる。

 緩み及び脱落がないこ
と。

 キャブ  亀裂、変形、腐食及び
雨漏りの有無を調べる。

 亀裂、変形、腐食及び
雨漏りがないこと。

 ドア及びカバーの開閉
状態並びにロック及び
キーの異常の有無を調べ
る。

 開閉状態並びにロック
及びキーに異常がないこ
と。

 ガラスのがた及び破損
の有無を調べる。

 がた及び破損がないこ
と。

 座席  調整・ロック装置の作
動の適否を調べる。

 正常に作動すること。

 取付けボルト及びナッ
トの緩み及び脱落の有無
を調べる。

 緩み及び脱落がないこ
と。

 シートベルト  ベルトの損傷の有無を
調べる。

 損傷がないこと。

 シートベルトを締め、
バックルの巻取装置の
ロックの状態を調べる。

 正常にロックされるこ
と。

 取付けボルト及びナッ
トの緩み及び脱落の有無
を調べる。

 緩み及び脱落がないこ
と。

 昇降設備及び滑
り止め

 亀裂、損傷及び変形の
有無を調べる。

 亀裂、損傷及び著しい
変形がないこと。

 取付けボルト及びナッ
トの緩み及び脱落の有無
を調べる。

 緩み及び脱落がないこ
と。

 表示板 フォークリフト構造規格
第12条に規定する事項が表
示された表示板の損傷の有
無及び取付け状態を調べ
る。

損傷がなく、かつ、適正
に取り付けられているこ
と。

 ヘッドガード及
びバックレスト

 取付けボルト及びナッ
トの緩み及び脱落の有無
を調べる。

 緩み及び脱落がないこ
と。

 亀裂、変形及び損傷の
有無を調べる。

 亀裂、著しい変形及び
損傷がないこと。

 スイッチ類及び
灯火類（灯火装置、
警報装置、方向指
示器、窓拭き器、
デフロスターを含
む。）

 各スイッチ類を操作
し、作動の適否及び取付
け状態を調べる。

 正常に作動し、かつ、
適正に取り付けられてい
ること。

 各灯火類のレンズの破
損及び水等の浸入の有無
を調べる。

 破損及び水等の浸入が
ないこと。

 計器類（油圧計、
空圧計、電流計、
燃料計、水温計、
速度計、表示灯を
含む。）

エンジンを回転させた状
態及び走行状態で、各計器
の作動の適否を調べる。

正常に作動すること。

 後写鏡及び反射
鏡

汚れ及び損傷の有無並び
に写影の状態を調べる。

汚れ及び損傷がなく、か
つ、写影が正常であること。
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 給油脂  各部の給油脂状態を調
べる。

 給油脂が十分であるこ
と。

 自動給油脂装置の作動
の適否を調べる。

 正常に作動すること。

 離席時誤操作防
止装置（走行用、
荷役用のものに限
る。）

作動させて機能を調べ
る。

正常に機能すること。

11
総合テスト

走行及び各作業装置の操
作を行い、機能することを
確認し、異常振動、異音及
び異常発熱の有無を調べ
る。

各装置が正常に機能し、
かつ、異常振動、異音及び
異常発熱がないこと。
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